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佐世保北ロータリークラブ 2012～2013年度 ＲＩ会長 / 田中作次  ガバナー/ 福元裕二 

《第３回クラブフォーラム》 

 

「ロータリー財団、米山記念奨学会寄付 等について」 

日高省三 国際奉仕委員長 

 

 本日は、国際奉仕委

員会のフォーラムで

す。国際奉仕委員会は、

今まで活動報告書にあ

りますように、姉妹ク

ラブとの締結・交流、

WCSによる途上国への

支援、交換留学生の受

入れ、米山奨学生の受

入れ、又、世界社会奉仕の立場から、ロータリー財団へ

の寄付、米山記念奨学会への寄付と、我々佐世保北RCで

は、この29年間、多額の寄付、多くの事業をやってきま

した。 

 又、市の姉妹都市である中国厦門市との交流事業等も

積極的に行ってきました。その中で色々と携わってこら

れた方3名の方にお話をいただきたいと思います。 

 

 西沢 茂 会員 

 ロータリーの行動の原点は、全世界と仲良く行動する

ことです。そうすることで、日本の地域も充実します。 

ロータリー財団法人と米山奨学生に関しても、ロータ

リー行動の原点と同じだと思います。全世界の学生を応

援することで、日本の地域も含めて充実するからです。 

寄付をしますと、全世界の学生が日本の地域に集まりま

す。それにより、各地域を良いと思う学生が、少しずつ

増加し、それによって我が国や地域が充実してよくなる

と思います。そういった考えで、私も少しずつ寄付をし

て参りました。 

 一点付け加えますと、長崎県全体では人口が減少して

いますが、長崎市や大村市に比べると、佐世保市は減少

が著しいようです。そういった点からも、さきほど話し

たように、ロータリーが向上する必要があります。 

 福田俊郎 会員 

 本日のテーマはなかなか難しいですが、各テーブルに

お配りした資料をもとに少しお話します。若い人にも理

解してもらい、これからにつないでもらいたいと思いま

す。若いメンバーの方は知らないかもしれませんが、当

クラブの活動として、韓国やベトナムなどに、テレビや

パソコン、救急車などをお送りしたということがありま

す。姉妹クラブのティワナには、毛布や衣類などを送っ

たこともあります。最近はこのような活動が少なくなっ

ていますが、力を入れていかなければならないと思いま

す。 

 今年度から、米山記念奨学会は、公益財団法人米山記

念奨学会となります。これにより、寄付金の控除ができ

るようになります。当クラブの会員の皆さんは、中国や

台湾の学生のホームステイに協力されています。また、

当クラブは米山友の会を設立し、これに参加いただける

会員が毎年少しずつ貯めていき、クラブとして米山奨学

会に寄付をしております。そういったところで、当クラ

ブは2740地区でもトップクラスの寄付を行っておりま

す。ただ、米山奨学生も、いったん母国に戻るとその後

の交流が途切れることもありますので、その後の交流も

大事にする必要があります。 

 ロータリー財団による留学生に関しては、当クラブで

は永安先生（長大の教授）が留学した実績はありますが、

これからも若い人材をピックアップしてサポートする

ことが大事かと思います。 

 ロータリー財団は、公益財団法人ロータリー日本財団

となります。ロータリー財団の主な活動としては、ポリ

オ・プラス、ロータリー平和センター、財団補助金とい

うものがあります。 

 ポリオ・プラスに関しては、日本でポリオにかかる方

はいませんし、インドでもポリオが撲滅されたとのこと

です。しかし、まだ残っている地域もありますので、全

世界からポリオを無くそうと取り組んでおります。世界

からポリオが無くなることは素晴らしいことだと思い

ます。私自身が現地に参加することはできませんが、寄

付をすることでそのお手伝いができることになります。 
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 【本 日】会員数48名     出席 31名        欠    席  5名      ビ ジ ター  1名     出 席 率  86.11％ 

 【前々回】会員数47名     出席 29名        メークアップ  6名      出席規定除外  12名     修正出席率  100.00％ 

 

Weekly Report 
DISTRICT 2740 SASEBO NORTH ROTARY CLUB  

 【本 日】会員数42名 出席 26名 欠      席  5名  出席規定免除会員（11）出席 10名  ビジター 1名 出 席 率   87.80％ 

 【前々回】会員数42名 出席 25名  メークアップ  3名  出席規定免除会員（11）出席  9名         修正出席率   92.50％ 

親睦と協調 



 西沢 茂 会員 

 必要以上に寄付をする必要はないと考えます。寄付を

する分を、家族や地域にまわすことで、地域が充実する

と思います。ロータリーに入ったのは、寄付するためで

はなく、地域を充実させるのが原点ではないでしょう

か。それによって、全世界が良くなると思います。 

 

 

《会長挨拶》 

西川正美 会長 

 世界保健機関（WHO）は、新たに報告されたポリオの

発生件数がゼロの状態を1年保ったインドを、ポリオ常

在国リストから除外しました。このニュースは、イン

ドの保健相によって、昨年の2月25日にニューデリーで

開催された「2012年ポリオサミット」で発表されまし

た。残る常在国は、ナイジェリア、パキスタン、アフ

ガニスタンの3国となりました。 

 インドでの成功の大きな要因は、現在残る野性ポリ

オウイルスに対して効果的な二価ワクチンを幅広く活

用したことにあります。 

 また、 WHOによれば、全国予防接種日でワクチンの

投与を受けなかった子どもの割合を1パーセント以下に

抑えるための厳格なモニタリング活動も成功に大きく

貢献したと言われています。インドでの成功は、残る

常在国での予防接種活動の助けとなるものです。 

 5月のRI国際大会（タイ、バンコク）に出席したロー

タリアンは、ポリオ撲滅活動のためのロータリーの2億

ドルのチャレンジ達成を祝いました。 

 

            

《幹事報告》              中野雄一郎 幹事 

 

１．例会変更 

・ハウステンボス佐世保ＲＣ 

 3月12日（火）12：30～ 

 ホテルヨーロッパレンブラントホール 

 →「トロティネ」レンブラントホール使用不可日 

 3月19日（火）休会（定款第6条第1節） 

 3月26日（火）12：30→3月28日（木）18：30～ 

 香門（東彼杵町）観桜例会のため 

 

２．来 信 

・国際ロータリー 

 2013年リスボン国際大会分科会における通訳の必要 

 性についての調査 

 

・ガバナー事務所 

 ①国際ロータリー日本事務局より 

  ロータリーを語る詐欺メールにご注意下さい（絶

対に返信したり個人情報を送信しないようお願いし

ます） 

 ②3月 ロータリーレート 1ドル＝92円 

 

・ガバナーエレクト事務所 

 次年度ガバナー公式訪問日程について 

 佐世保北ＲＣ 8月19日（月）12：30～ 

 

奨学生制度も外国で若い人材が勉強するのを助けたり、

外国から日本に来る若者に日本の素晴らしさや日本人

の心を知ってもらい、行く行くは国際交流につなげると

いうことになります。 

 会員自身が参加できなくとも、寄付をすることでこれ

ら実現することにつながることになります。そういった

趣旨を理解していただきたいと思います。 

ところで、2万5000ドル以上の寄付を行うと、冠名寄付

（名前が残る寄付）となるようです。ロータリー財団の

理事長で、現RI会長の田中作治さんもそれを行っておら

れます。 

 

 緒方信行 会員 

 まず、ロータリー財団についてお話します。1917年、

アーチCクランフ国際ロータリー会長は「世界でよいこ

とをするために」基金の設置を提案しました。1928年、

5000米ドルにまで成長したこの基金は、「ロータリー財

団」と名付けられ、国際ロータリーから独立した別機関

となりました。 

 国際ロータリーとロータリー財団は、全く別な組織で

す。ロータリー財団は、1983年に米国イリノイ州法の法

令のもとに投棄された非営利法人です。ロータリー財団

を構成する法人会員は、国際ロータリーだけです。 

ロータリー財団の正式名称は、「国際ロータリーのロー

タリー財団」です。 

 ロータリー財団は、4名の元RI会長を含む15名のロー

タリー財団管理委員によって運営されています。 

国際ロータリーは、ロータリアンからの人頭分担金で運

営されていますが、ロータリー財団は、皆様からいただ

いた寄付を運用し、その運用益の中から運営費をねん出

しています。 

 ロータリー財団の使命は、「ロータリアンが、人々の

健康状態を改善し、教育への支援を高め、貧困を救済す

ることを通じて、世界理解、親善、平和を達成できるよ

うにすること」です。 

 次に、年次寄付についてお話します。シェア・システ

ムによって、年次寄付は配分されます。年次寄付は、WF

（World Fund）・国際財団活動資金という世界中のロー

タ リ ー ク ラ ブ で 使 わ れ る も の と、DDF（District 

Designated Fund）・地区財団活動資金という地区内の

ロータリークラブで使われるものと、2つの活動資金に

シェアされ、寄付年度の３年後にいろいろなプロジェク

トに使われます。したがって、すべての寄付が、世界中

で使われることになります。 

また、ロータリー財団には、現在14のプログラムがあり

ます。それを大別すると、基本的なプログラムは、次の

3つに分類されます。 

 人道的プログラム（地区補助金（ただし、DDFの20％が

上限）、マッチング・グラントの地区負担分ほか）、教

育的プログラム（ロータリー財団国際親善奨学会、GSE、

世界平和フェローシップほか）、ポリオ・プラス・プロ

グラムです。 

 国際交流については、①毎年の世界大会への参加、②

仁川松島RCとの姉妹交流、③厦門理工学院との交流を含

む厦門市との友好関係を、できれば継続していきたいと

思います。 

 



の平和フォーラムは、平和プロセスへの若者の参加に焦

点を当てたものです。 

 田中作次RI会長が今年度企画した3回の平和フォーラ

ムの2回目となったホノルル平和フォーラム（1回目は昨

年11月にベルリンで開催されました。3回目は、5月17～

18日に広島で開催されます）には、1,800人以上のロータ

リアン、ロータリー学友、ロータリーの平和プログラム

の支援者が集いました。   

 このフォーラムは、「平和にいたる緑の道」をテーマ

とし、平和推進における環境保全の重要性に焦点を当

て、平和宣言も採択されました。 

 田中会長はフォーラムで次のように述べました。

「ロータリーは教育、人道奉仕、若者とのつながりを通

じて平和を構築しています。末永く続く平和を実現する

ためには、新世代の若者、その次の世代の若者に参加し

てもらい、ロータリーの平和構築活動を未来へ継承して

いけるよう彼らを支援する必要があります。健全な環境

があってこそ、私たちは自分の可能性を最大限に生かす

ことができます。基本的ニーズが満たされれば、紛争の

原因も少なくなります。紛争に資源を費やしていない

人々や国は、その分みんなの利益になることに対して資

源を利用できます」 

  

 

《ニコニコＢＯＸ》      

中村静生 親睦活動委員 

 

 佐世保南ＲＣ 福田康孝 君 

始めてメーキャップさせていただきます。よろしくお願

いします。 

 

 西川正美 会長 中野雄一郎 幹事     

本日は国際奉仕委員会のクラブフォーラムです。日高委

員長よろしくお願いします。西沢会員、福田会員、緒方

会員よろしくお願いします。 

 

 小西宗十君 富田耕司君 

国際奉仕委員会のフォーラム、日高委員長お疲れさまで

す。 

 

 日高省三君 

本日は国際奉仕委員会のクラブフォーラムです。つたな

い司会ですが、皆様どうぞよろしくお願いいたします。

お話をお願いいたしました西沢会員、福田会員、緒方会

員よろしくお願いします。 

 

 中村静生君 平石晃一君 緒方信行君 田島勝明君 

 深町 等君 松田信哉君 永田武義君 森  豊君 

 須田 昇君 中井康晴君 豊島揆一君 藤井良介君 

 村瀬高広君 福田俊郎君 桟  護君 宮原明夫君 

 湯口純二君 渡会祐二君 宮﨑有恒君 大鳥居 宏君 

国際奉仕委員会日高委員長、本日のフォーラムご苦労様

です。西沢会員、福田会員、緒方会員よろしくお願い致

します。 

・地区大会事務局 

 地区大会における「新世代の集い」のご案内について 

 （会長・幹事・新世代担当） 

 4月6日（土）10：00～11：35 

 佐賀市文化会館 1F イベントホール 

 

・佐世保ＲＣ 

 2013～2014年度 

 第1回市内ロータリークラブ会長幹事会のご案内 

 日 時：3月12日（火）18：30～  

 場 所：ワシントンホテル佐世保  

 

・佐世保東南ＲＣ 

 第7回市内会長・幹事会のご案内 

 日 時：3月13日（水）18：30～ しぐれ茶屋   

  

３．伝達事項 

 ①3/2（土）16：00よりホテル万松楼にてインター・シ 

  ティ・ミーティングが開催されます。 

  登録された12名の方はご出席を宜しくお願い致し 

  ます。 

 ②2/26（火）18：30よりファーストイン佐世保にて第 

  3回被選理事役員会を開催いたします。 

 ③3/4（月）次回例会はゲスト卓話 佐世保警察署OB 

    中村 広氏「不思議な場所 ニミッツパーク」です。 

 

《来訪ロータリアン》 

・佐世保南ＲＣ 福田康孝 君 

 

《委員会報告》 

 宮﨑有恒 会員 

パスト会長・幹事会が、3月14日に、WineBarすぎｍoto（ス

ギモト）で開かれます。出欠のご返事を3月4日までにお

願いします。 

 

 

《ＲＩニュース》 

平和フォーラムで 

アウンサンスーチーさんに平和賞を授与 

 1月25～27日、ホノルル（米国ハワイ州）で開催された

ロータリー世界平和フォーラムにて、ミャンマーの民主

化運動指導者で、ノーベル平和賞受賞者のアウンサン

スーチー氏が基調講演を行い、同氏に対し、平和で非暴

力的な方法で民主主義を実現した長年の功績を称え、

「ハワイ平和賞」が授与されました。 

20年間の自宅軟禁の末に2010年11月に解放された同氏

は昨年、ミャンマーで民主化を推進する野党のメンバー

として、連邦議会議員に選出されました。  

 基調講演の中で同氏は、絶対的な平和の達成は困難で

はあるが、それを目指して進まなければならないとし、

人権を保証するには民主的な体制が必要であると訴え

ました。「私たちが欲する平和とは、恒久的な平和です。

若い人たちに平和な国家構築の仕事を担ってもらえる

よう支援する必要があります。前に進むためには、若い

人たちの力が不可欠です」と述べた同氏は、平和構築に

おける若者の役割の重要性にも触れました。ホノルルで 本日の合計 29,000円      累計 1,079,500円 

ＩＴ会報委員会 委員長 / 須田 昇   委員 / 宮﨑有恒  森  豊  渡会祐二  （記事担当者 渡会祐二） 


